
平成28年9月1日現在

世帯数：
人　口：
　男　：
　女　：

861戸（－11）
1576人（－14）
762人（－9）
814人（－5）

　

時
代
は
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
の
変
化
の
中
で
、
中
町
は
改
め

て
ま
ち
づ
く
り
や
活
性
化
を
見
つ

め
直
す
過
渡
期
に
入
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
。
先
ず
は
今
ま
で
互

い
に
顔
を
合
わ
せ
る
事
も
少
な

か
っ
た
ま
ち
の
構
成
員
が
、
意
見

を
交
わ
せ
る
場
と
し
て
「
な
か
ま

ち
活
性
化
委
員
会
」
を
組
織
し
ま

し
た
。
日
頃
感
じ
て
い
る
小
さ
な

事
か
ら
中
町
を
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン

ト
企
画
ま
で
、
気
軽
に
や
り
取
り

が
で
き
る
場
が
必
要
だ
っ
た
の
で

す
。

　

若
い
オ
ー
ナ
ー
陣
も
加
わ
り
、

中
町
を
舞
台
に
出
会
い
の
場
を
提

供
し
た
「
蔵
コ
ン
」
の
開
催
や
英

語
版
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
作
り
を
経

て
、「
中
町
の
名
刺
代
わ
り
に
な

る
よ
う
な
商
品
は
な
い
か
？
」
と

発
案
さ
れ
た
の
が
、「
中
甼
」
だ
っ

た
の
で
す
。

　

豊
富
な
湧
水
地
で
あ
る
中
町
の

井
戸
は
、ま
ち
の
共
有
財
産
で
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
続
く
祭
事
に
欠

か
せ
な
い
お
神
酒
と
し
て
、
こ
の

「
中
甼
」
が
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
共
有
財
産
を
活
か
し
、

時
間
を
共
に
し
生
み
出
し
た
も
の

が
、
ま
ち
と
人
と
を
円
滑
に
結
ぶ

潤
滑
油
と
な
る
事
を
期
待
し
て
、

「
中
甼
」
は
産
声
を
あ
げ
た
の
で

す
。

続
く

□
運
営
委
員
会

　

石
塚　
栄
一

　

羽
山　
義
輝

　

犬
飼　
陽
一

　

田
内　
正
一

　

分
部　
由
里

　

渋
谷　
隆
也

　

太
田　
ま
す
み

　

百
瀬　
公
基

　

真
島　
富
男

　

藤
澤　
淳
次

　

大
谷　
美
紀
子

　

平
林　
明
子

□
館
報
委
員
会

　

横
沢　
敏

　

岩
原　
正
勲

　

山
内　
敦
子

　

田
内　
正
一

　

伊
藤　
善
立

　

白
井　
充
子

　

山
口　
は
る
な

　

田
中　
健
太
郎

□
体
育
委
員
会

　

輪
湖　
信
久

　

真
島　
富
男

　

渋
谷　
隆
也

　

伊
藤　
昭
子

□
視
聴
覚
委
員
会

　

宮
島　
幹
治

　

長
崎　
俊
夫

　

駒
形　
勝
子

　

伊
藤　
善
立

　

高
山　
晃

　

永
井　
昭

　

分
部　
由
里

　

佐
久
間   

ま
ゆ
み

□
文
化
委
員
会

　

内
藤　
英
昭

　

太
田　
ま
す
み

　

犬
飼　
陽
一

　

深
澤　
健
能

　

高
宮　
千
恵
子

　

高
嶋　
敏
行

　

毛
利　
達
生

　

渋
谷　
隆
子

　

高
井　
増
子

　

飯
森　
福
太
郎

　

太
田　
千
代
子

□
地
区
公
民
館
職
員

　

阿
部　
康
之
助

　

金
井　
健
志

　

浅
田　
昌
範

　

北
川　
美
奈

　

佐
久
間   

ま
ゆ
み

「
中
甼
」誕
生
秘
話 

②

〜
地
域
共
有
財
産
か
ら
生
ま
れ
た
中
町
の
潤
滑
酒
〜

平
成
28
年
度

第
一
地
区
公
民
館
委
員
一
覧

順
不
同
・
敬
称
略

「行事など情報をお寄せください。写真を掲載させていただきます。」「行事など情報をお寄せください。写真を掲載させていただきます。」
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大正5年（1916年）の店舗

現在の社屋

及
び
上
州
（
群
馬
）
に
も
和
漢
薬

の
商
い
を
拡
大
し
、
代
を
重
ね
取

扱
い
品
目
も
和
洋
薬
品
、
写
真
材

料
、
絵
具
、
染
料
、
工
業
薬
品
、

洋
酒
、
麦
酒
、
缶
詰
、
食
品
等
に

及
ぶ
総
合
問
屋
に
発
展
し
ま
し

た
。
そ
し
て
１
８
６
９
年
（
明
治

２
年
）、
五
代
岡
野
庄
平
（
和
平
）

の
時
代（
天
保
３
年
〜
大
正
３
年
）

に
は
屋
号
を
現
在
の
「
〼
井
」
に

変
更
し
、「
の
れ
ん
分
け
」
が
活

発
に
行
わ
れ
、
16
軒
の
出
店
が
あ

り
ま
し
た
。「
〼
井
」
の
屋
号
は
、

「
栄
行
く 

宿
の
し
る
し
は 

ま
す

ゐ
ど
の　

く
め
ど
も
つ

き
ぬ　

お
か
の
ま
し
み

ず
」
の
歌
に
由
来
し
、

商
人
の
物
差
し
「
桝
」

と
尽
き
る
こ
と
な
く
水

の
湧
く
「
井
戸
」
に
あ

や
か
っ
た
も
の
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
18
年
太
平
洋
戦

争
の
た
め
業
務
を
縮
小

　

暑
い
夏
も
終
わ
り
、
高
く
澄
ん
だ
空

に
赤
ト
ン
ボ
が
涼
し
気
に
群
れ
て
飛
ぶ

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ス
イ
ス
イ
風
を

切
っ
て
飛
ぶ
そ
の
姿
は
、
子
供
の
こ
ろ

か
ら
何
か
懐
か
し
い
感
情
を
覚
え
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

ト
ン
ボ
の
祖
先
が
地
球
上
に
現
れ
た

の
は
３
億
年
以
上
前
と
の
こ
と
。
哺
乳

類
も
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代

で
す
。
幾
多
の
気
候
変
動
や
、
大
絶
滅

時
代
も
乗
り
越
え
て
、
現
在
は
世
界
中

に
お
よ
そ
５
６
０
０
種
類
が
生
存
し
て

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
太
古
か
ら
の
使
者
・
赤
ト
ン
ボ
、

本
名
ア
キ
ア
カ
ネ
は
、
卵
で
冬
を
過
ご

し
て
春
に
ヤ
ゴ
と
な
り
、
梅
雨
の
頃
、

田
ん
ぼ
や
池
か
ら
這
い
出
て
羽
化
し
ま

す
。
暑
い
夏
は
高
い
山
の
中
に
移
動
し

て
過
ご
し
、
稲
の
実
る
頃
に
再
び
群
れ

て
里
に
下
り
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。

だ
か
ら
、
秋
に
突
然
降
っ
て
湧
い
た
み

た
い
に
現
れ
る
ん
で
す
ね
。

　

街
中
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ん
か
に
と

ま
っ
て
い
る
の
を
見
た
ら
、
彼
の
祖
先

が
飛
び
回
っ
て
い
た
太
古
の
空
や
、
彼

が
夏
を
過
ご
し
て
い
た
山
の
空
気
な
ん

か
を
想
い
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
里
に

下
り
て
く
る
の
は
、
再
び
自
分
の
生
ま

れ
た
田
ん
ぼ
や
池
に
産
卵
し
て
子
孫
を

残
す
た
め
で
す
。
ど
こ
の
田
ん
ぼ
や
池

な
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
も
ち
ょ
っ
と
気

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

岡
野
薬
品
株
式
会
社
は
、
文
化

元
年
（
１
８
０
４
年
）、
初
代
岡

野
庄
平
（
平
兵
衛
利
次
）
が
現
在

地
（
松
本
市
）
に
お
い
て
屋
号
を

「
蔦
屋
（
つ
た
や
）」
と
称
し
、
薬

種
商
を
個
人
営
業
に
て
開
設
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
信
州
は
も
と
よ

り
駿
州
（
静
岡
）、
甲
州
（
山
梨
）

し
、
戦
後
は
医

薬
品
の
み
を
扱

う
こ
と
と
な

り
、
昭
和
25
年

個
人
経
営
か
ら

株
式
会
社
岡
野

庄
平
商
店
に
改

組
、
昭
和
52
年

に
社
名
を
岡
野

薬
品
株
式
会
社

に
変
更
し
ま
し

た
。
創
業
時
か
ら
「
信
用
を
尊
重

す
る
経
営
」「
永
続
発
展
」「
社
員

の
成
長
」
を
経
営
理
念
と
し
て
掲

げ
、
１
９
６
１
年
の
伊
那
営
業
所

開
設
を
皮
切
り
に
、
５
ヶ
所
（
長

野
、
上
田
、
佐
久
、
諏
訪
、
飯
田
）

の
営
業
所
を
開
設
し
、
１
９
９
８

年
に
は
山
梨
県
へ
進
出
を
致
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、県
内
に
７
ヵ
所
、

山
梨
県
に
１
ヶ
所
、
計
８
ヶ
所
で

地
元
企
業
と
し
て
、「
信
州
・
ま

つ
も
と
大
歌
舞
伎
」「
松
本
山
雅

Ｆ
Ｃ
」
等
に
協
賛
し
、「
地
域
医

療
と
健
康
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に

総
合
商
社
と
し
て
、
地
域
の
皆
様

の
健
康
増
進
と
地
域
経
済
の
発
展

に
貢
献
す
べ
く
邁
進
し
て
お
り
ま

す
。

九
代
岡
野
庄
平

　
第
四
十
三
回
…

　
岡
野
薬
品
株
式
会
社
（
博
労
町
）

　

今
や
世
界
的
な
人
気
を
博
し
、

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
多
く
の
外
国

人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
松
本
の

街
。
そ
の
中
で
も
、
築
城
以
来
、

お
城
下
の
中
心
と
し
て
栄
え
て
き

た
第
一
地
区
。
廃
藩
置
県
後
も
、

筑
摩
県
の
県
庁
所
在
地
と
し
て
、

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に
松
本

駅
が
開
業
し
て
か
ら
も
、
県
下
を

代
表
す
る
商
都
と
し
て
、
そ
の
役

目
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
地
区
の
街
並
み
の
中
に

は
、
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
多
く

の
史
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

行
き
交
う
人
々
の
息
遣
い
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
な
、
街
道
や
小

路
の
あ
と
を
示
す
石
碑
。
日
本
屈

指
の
歴
史
を
持
つ
開
智
学
校
の
跡

地
や
、
情
報
事
業
に
よ
り
自
ら
利

益
を
生
み
だ
す
と
い
う
、
今
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
を
先
進
的
に
行

い
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
松
本
商

工
会
議
所
発
祥
の
地
。

　

暮
ら
し
に
密
着
し
た
、
初
荷
や

あ
め
市
、
三
九
郎
、
八
坂
祭
り
、

迎
え
盆
・
送
り
盆
な
ど
様
々
な
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
地
区
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
も
の
を

共
に
考
え
る
機
会
と
し
て
ご
紹
介

し
て
参
り
ま
す
。

第
一
地
区
の
文
化
・
伝
統

シ
リ
ー
ズ
❶
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